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1.0モ ー パ ッサ ン と乗 物

モ ーパ ッサ ンの作 品 の多 くを通 じて言 え るであ ろ う ことは、 乗 り物 が多 く登場 す る ことで

あ る。 そ して それ も、 ただ単 に登場人 物 を あ る場 所 に運 ぶだ けの ため に使 用 され るので はな

くて、 乗 り物 の現 われ る場 面 自体が、 それ な りに一 つの 印象的 な場面 を構 成 して い る ことが

往 々 に して あ る。 乗 り物 の種類 も多 く、馬 車、馬 、船 などが頻 出す る。 モ ーパ ッサ ンが作 品

中 に乗 り物 を多 く登場 させ るの は、 どのよ うな動 機 による ものなのか?な ぜ、か くもモーパ ッ

サ ンは乗 り物 に執着 したのか、 あ るいは、 せ ざ るを得 なか ったの か?こ の ことにっ いて先 ず

考 え、 それか らモーパ ッサ ンの作品 にあ る精神 へ と進 ん で ゆ くた めに、一 っ の アプ ローチの

方法 と して、 「馬 車」 とい う もの を中心 に して この問 題 への糸 口を見 出 した い と思 う。

2.0「 女 の一 生 』 と 「馬 車 」

ここで、『女 の一生 』 とい う作 品 を選 んだ のは、 これ が モーパ ッサ ンの最 初 の長 篇小 説 で

あ り、 大 変 な苦 労 の後、 や っと産 み出 され た もの であ るだ けに大 きな期待 と興 味が持 たれ る

か らで あ る。 この作 品 は、 一般 に良 く親 まれ てお り、 比較 的世 評 も高 い よ うで ある。 トル ス

トイ は、 これ を評 して以下 のよ うに述 べ て い る。

「真 の芸 術作 品 に は3っ の特性 が必 要 で ある。 その3っ とは:自 身 の主題 に向か う真

の態度 ・道義 的 態度、 明解 な表現 、即 ち同 じことだ が形式 の美 、 そ して3っ 目に は誠 実

一 自分 が描 写 す る ものへ の偽 らざ る愛 や偽 らざる憎 悪 であ る
。 これ はモ ーパ ッサ ンの

作 品 中、『女 の一生 』 だ けが持 って い る もので あ り、 ユ ー ゴーの 『レ ・ミゼ ラ ブル』 以

後 の フラ ンス文学 の最高 の もので あろ う。」D

さて、『女 の一 生』 を よ く気 をっ けて読 んで み る と、誰 で もす ぐに気付 く こ とが あ る。 そ

れ は、 乗 り物 、 それ も馬車、馬 、 船 な どが頻 繁 に登場 し、特 に馬 車 に関 して は、 その種類 も
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多 く、 それ ぞれが特 徴 的な使 い方 を されて いて、 モーパ ッサ ンの文体 の構成上 で も重要 な位

置 を 占めて い るため に、 いわば、馬 車 を中心 に して この作 品が進 行 して ゆ くか のよ うな感 が

あ ると思 わ れ る程 で あ る。 馬 も数多 く登場 す るが、動 物、特 に下 等 な動 物を作品 に登場 させ、

それ に人 間 の姿 を反 映 して 「生 」 の問題 を描 こ うとす るのが、 自然主義 作家 によ く見 られ る

手 法 であ る。 ゾ ラの 『ジェル ミナー ル』 には馬 が象 徴 的 に使 用 され て お り、 ドライ サ ーの

『フ ィナ ン シァ』 に はイ カ と大 エ ビの戦 い が描 か れ て い る。 こ うい った 、 所 謂animal

symolismが 効 果 を呈 して いる2)。

と ころが、 モーパ ッサ ンの場 合 に は、動 物 よ りも、 む しろ馬車 に執着 す るこ とによ って同

様 の効 果 を収 あたので はな いだ ろ うか。 そ の理 由 は、彼 の出世作 で あ る 『脂 肪 の塊 』 が馬 車

を中心 に して ス トリーを展開 して ゆ く手 法 を と り、 最後 の場面 が いか に も印象 的で あ ると賞

賛 され た ことが一 因 とな って いる と も言 え な くはな い。 だが、 そ のよ うな単 純 な理 由 か ら、

モ ーパ ッサ ンは他 の数 々 の作 品 中 に乗 り物 を登場 させて い る とはど う して も考 え られ な い。

そ うで はな くて、 モーパ ッサ ンを心 の奥 底 に潜 む何 か もっと深淵 な もの、潜 在意識 的 な もの

が、 モ ーパ ッサ ンを その よ うに させて い るよ うに思 われ るの であ る。

モーパ ッサ ンは、喜劇 の短 篇 を書 くときに さえ も、 この潜在意 識 が働 き、乗 り物 を登 場 さ

せ た り して いる。 『花祭 り』 な ど はそ の例 で あ ろ う。

3.0「 女 の一生』 に登場す る 「馬車」の種類 と頻度

〈1)voiture:一 般 に入や者 を運 ぶ運搬 具。 車(馬 車)。(30回 、 その うち 「汽車 」 と して2

回。)

(2)caleche:無 蓋 の4輪 馬 車。 前方 に は背 もたれ付 きの御者 台 があ り、 後方 には折 りたた

み式 の幌 が付 いて い る。(13回)

(3)carriole:軽 い並 の馬車。 幌付 きで2輪 。 ポ ロ馬 車 の意 もある。(13回)

(4)charrette:2輪 のか な り軽 い馬 車。(5回)

(5)chaisedeposte:駅 馬車。 速 く進 め る ことが で き るよ うにな って いる軽 馬車。(3回)

(6)berline:ベ ル リン馬 車 と呼 ばれ る もので4輪 で窓 ガ ラスを備 え、 幌でおおわれてい る。

大型 で旅行 用。地 名 よ り名 付 け られた。(2回)

(7)pha6ton:軽4輪 馬車。 高 くて無 蓋 であ り、 前 の座 席 に御 者 と もう一 人 が、 後 部 座 席

に は2人 が座 れ る。 ギ リシ ァ神 話 の Φ α6θ ωレ が語源。(2回)

(8)v6hicule:運 搬 具。 乗 り物(馬 車)。 絵画 の方 で は 「展 色剤」 の意 が あ る。(1回)

(9)6quipage:馬 、馬 車、人 な どの一 行 を さす。 又、華 美 な馬 車 の意 もあ る。(1回)

(10>guimbarde:4輪 の荷馬 車。 長 くて幌付 き。古 い(ポ ロ)馬 車 の意 もあ る。(1回)

(ll)cabaneambulante:移 動式 小屋(羊 の番 をす るため の ちの)。cabaneに は動 物 の 「隠
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れ家」 の意 が あ る。(1回)

上記 の馬車 の名 を示 す名詞 が、 代名 詞 で出 た場 合 を除 くと、合 計72回 見 られ る。 そ の うち

で も一 番頻度 の高 い もの がvoitureで あ る。voitureは 、 通常 、馬車 一般 或 は乗 り物 を指すが、

モ ーパ ッサ ンは、 この 『女 の一生 』 とい う作 品 に限 って、特 別 な注意 を払 って この語 を使 用

して い る。

4.0「 馬 車」 とそ の乗 り手 との関係 について

4.1「 馬 車」 とそ の乗 り手 との関係

(例1)

Mais,auboutdetroisminutes,ellesortit,encourant,delachambredesa

mere,criantpartoutelamaison:《Papa,papa!mamanveutbien;faisatteler.》

Led61ugenes'apaisaitpoint;one食tditm色mequ'ilredoublaitquandla

caleches'avanCadevantlaporte.(P.5)

だ が 、3分 もた っ と、 彼 女 は母 の部 屋 か ら駆 け出 して きた 。 そ して 家 中 に ひ び くよ う

な 声 で 叫 ん だ 。 「お 父 さ ま、 お 父 さ ま!お 母 さ ま が よ ろ しい っ て。 馬 を 付 け さ せ て ち ょ

う だ い。」

(例2)

Jeanne6taitpreteamonterenvoiturelorsquelabaronnedescenditl'escalier,

soutenued'unc6t6parsonmari,et,del'autre,parunegrandefilledechambre

forteetbiend6coup16ecommeungars.(p.6)

ジ ャ ン ヌ は馬 車 に乗 ろ う と して い た が そ の 時 、 男 爵 夫 人 が 、 一 方 は 夫 に、 一 方 は若 者

の よ う に整 っ た体 格 を した、 力 の 強 い、 背 の 高 い 小 間 使 い に さ さえ られ て 階 段 を 降 りて

き た。

例 の1と2と を比較 す ると、例1の 方 で は馬車 を指 す の にcalecheと い う語 を使 い、 例

2の 方 で はvoitureを 使 って いる。 この2例 は文脈上 同一 の馬 車 を表 す が 、 乗 り手 が貴 族

だ とか、何 か高級 なイ メー ジが あ る とか、又 は良 く言 われ る 「褻 に も晴 れ に も」 の 「晴 れ」

に当 た るよ うな場 合 に限 ってvoitureと い う語 が使 用 され て い る。voitureは 馬 車 一 般 を

さす言 い方 で あ り、特 定 の場 車 の類 を示 さな いので、 自然 その表 現 の仕 方 が まろや かで娩 曲

的 とな り、上 品 な言 い方 にな るので あ ろ う。 そ れ ゆえ上 記 の乗 り手 とはぴ った りと一致 した

表 現 とい うことにな る。
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4.3「 馬車」 と周囲 の状況 との関係、社会的背景

(例3)

Laberline,augrandtrotdesdeuxchevaux,d6valarondementsurlequai,

longealalignedesgrandsnaviresdontlesmats,lesvergues,1es

cordagesdressaienttristementdanslecielruisselant,commedesarbres

d6pouill6s;puiselles'engageasurlelongboulevarddurnontRiboudet.(p.7)

馬 車 は2頭 の 馬 が疾 走 す る の に ま か せ て 、 全 速 力 で 河 岸 の 方 へ 降 りて い った。 そ して

大 型 の 船 の 並 ん だ 側 を 走 って い っ た。 船 の 帆 柱 や 帆 げ た や綱 具 は、 雨 の 降 り し きる空 に、

裸 木 の よ う に、 もの悲 しげ に立 って い た。 や が て 、 モ ン ・ リブ ー デ の 長 い大 通 りさ しか

か った 。

例 の3で は、 周 囲 の状況 等 に よ って、例1、 例2に 出 た同一 の馬 車 が、今度 は名 を変 えて

berlineと な って しま って い る。 つ ま り、 これ はnavires「 船」 とい う語 との相 互 作 用 に よ

る イメー ジの重 な り合 いか ら くる ものの よ うで あ る。船 とは大 き くて遠 くへ旅 す るもの とい

う感 が あ る。 そ こで馬車 もそれ に習 い、大型 旅行 用 のberlineを 用 い たの で あ ろ う。 なぜ

な ら、主 人公 ジ ュ ンヌは、 この時 や っとあの いや な修道 院 か ら抜 け出 し、 あ こが れの 自由 な

世界 へ 出 る ことにな り、夢 多 き人生行 路 への第一 歩 を踏 み出す ところだか らなのである。 モー

パ ッサ ンはberlineと い う語 を旅行 す る時 のみ使 用 して い る。

(例4)

Leconciergeetsafemmevinrentsaluerenfermantlaporti6re;ilsreCurent

lesderniδresrecommandationspourlesmallesquidevaitsuivredansune

charrette;etonpartit.(P.7)

門 番 夫 婦 が 門 を しめ か た が た 見 送 り に 出 て きた。 そ して そ の 後 か ら荷 車 で ゆ くは ず の

荷 物 にっ いて 最 後 の 注 意 を うけ た 。 さて そ こで 馬 車 は 出 発 した 。

この場面 では、ただ単 に旅行 カバ ンを乗せ る馬車が問題 となるだけで何 ら貴族的なイメー

ジも描かれていない。 この様な場合 には馬車のそれぞれの名称が出されることが多 いようで

ある。

(例5)

Unevoitureentradanslacour,Onlisaitdessus:《Lerat,patissieraF6camp。

Repasdenoces》;etLudivine,aid6ed'unmarmiton,tiraitd'untrappeouvrant
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derrierelacarriolebeaucoupdegrandspaniersplatsquisentaientbon .(PP.56-57)

一 台 の馬 車が 中庭 に入 って きた
。馬 車 の上 に は 「フェカ ン町御 菓子 舗 ル ラ、御 婚礼用

御料理 調達」 とい う文 字 が読 まれ た。 リュデ ィヴ ィヌが見 習 いの コ ックの手 を借 りて、

車 の う しろ に口を あいて い る揚蓋 か ら、 お い しい匂 いのす る大 きな平 た いか ごをい くっ

も取 り出 して いた。

この例5は 、 非 常 に め で た い こ とを表 わ す場 面 で あ る か ら、 例 の2で も示 した通 り

voitureと い う語 が先 ず使用 されて い る。noces「 婚 礼」 とい う語 と直 接 関 係 して い るか ら

で あろ う。 と ころが、 ひ とた び これ を扱 う者 が女 中 の リュデ ィヴ ィスや見習 い コ ックにな っ

た りす ると、 このvoitureはcarrideと い う語 で表 わ され る ことにな る。

と ころで、 同一段 落 内で あ る一 っの同 じ馬車 が3通 りの言 い方 で描 か れ る場 合が次 の例 で

あ る。

(例6)

Autrotin6galdesdeuxbetes,lacal6chelongeaitlescoursdesfermes
,faisait

fuiragrandspasdespoulesnoireseffray6esquiplongeaientetdisparaissaient

dansleshaies,6taitparfoissuivied'unchien-louphurlant ,quiregagnaitensuite

samaison,lepoilh6riss6,enseretournantencorepouraboyerverslavoiture
,

Ungarsensabotscrott6s,alonguesjambesnonchalantes
,quiallait,lesmains

aufonddespoches,lablousebleuegonfl6eparleventdansledos
,serangeait

pourlaisserpasser1'6quipage,etretiraitgauchementsacasquette,laissantvoir

sescheveuxplatscoll6saucrane .(P.134)

2頭 の 馬 は不 ぞ ろ い の速 足 で駆 け、 馬 車 は農 家 の 前 庭 に 沿 って 走 って い っ た
。 び っ く

り した 黒 い 牝 ど り た ち は大 ま た に 逃 げ 、 垣 根 の 中 に も ぐ って 姿 を 消 した。 時 と して 、 狼

犬 が ほ え な が ら追 い か け て き た。 や が て 毛 を 逆 立 て て帰 って ゆ くが 、 そ れ で も ま だ 後 を

振 向 い て は馬 車 の 方 に ほえ た。 泥 だ らけ の木 靴 を は い た 一 人 若 者 が 、 の ん きそ うに 長 い

脚 を 引 きず り、 手 を ポ ケ ッ トの 奥 に っ っ こみ 、 青 い 仕 事 着 の背 中 を風 に ふ く ら ませ な が

ら歩 い て い た が 、 馬 車 を通 す た め に 脇 に よ け た。 そ して不 器 用 な 手 つ きで帽 子 を脱 い で
、

頭 の 鉢 に ぺ った り く っっ い た、 癖 の な い髪 を み せ た。

最初 はcal6cheと い う語 で この馬 車 が表 されて い る理 由 は、 それを引 く馬 がbetesで あ

り(つ ま りchevauxで な くて)、 そ の上 不 ぞ ろいな走 り方 を して お り、 高級 な イ メー ジ と

はほど遠 いか らで あろ う。 だが こん な馬 車 で も、 百姓 ど もの と ころを通 り、 家畜 を け ち ら し

て ゆ くと ころで は、 い くら落 ちぶ れ て しま った とい って も、 それで もや は り貴族 で あ るには
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違 いな い とい うこ とを誇示 した いとい うジュ リア ンの気 持 ちを反映 させ るか の様 に、 わ ざわ

ざ この馬車 にvoitureを 使 い、 さ らには仕 事着 を着 て、泥 だ らけ の木 靴 を は いた若 者 が こ

の馬車 を通 す ため にわ きへ寄 って、帽子 を と り、尊 敬 の念 で も示 した もの な らば、 この馬車

は6quipage「 華美 な馬 車」 とい うと ころに迄 高 め られ てゆ く。 これ は周囲 の状況 や 階級 差 な

どによ って、 同一 の馬車 が このよ うに様 変 わ りをす るので あ る。

(例7)

Ils'arretapourlaisserpasserlavoiture.IItenaitd'unemainsasoutane

relev6eparcraintedel'eauduchemin,etseslambesmaigres,vetuesdebas

noirs,finissaientend'6normessouliersfangeux.

Jeannebaissalesyeuxpournepasrencontrersonregard;etRosalie,qui

n'ignoraitrien,devintfurieuse。Ellemurmurait:《Manant,manant!》puis,

saisissantlamaindesonfils:《Fiches-ydoncuncoupdefouet.》

Maislejeunehomme,aumomentoαilpassaitcontreleprδtre,fittomber

brusquementdansl'orinierelarouedesaguimbardelanc6eatoutevitesse,etun

flotdeboue,jaillissant,couvrit1'eccl6siastiquedespiedsaIatete.(P.337)

司 祭 は馬 車 を通 す た め に 立 ち止 っ た。 道 の 水 が はね 返 る の を 恐 れ て 、 片 方 の手 で 衣 の

す そ を か らげ て い た。 で 、 黒 い靴 下 を は い た や せ た す ね の 下 に、 大 き な泥 だ ら け の靴 が

見 え て い た。 ジ ャ ン ヌ は司 祭 と視 線 を 合 わ せ た くな い の で 、 目 を伏 せ て いた。 と ころ で、

ロ ザ リの 方 は、 何 もか も承 知 して い るの で、 か っ と な った 。 「畜 生 あ 、 畜 生 あ!」 と っ

ぶ や い て い た が 、 息 子 の 手 を 握 るな り言 った 。 「さ あ、 ひ と む ち くれ て や れ!」 と こ ろ

が 若 者 は、 司 祭 の そ ば を 通 る と き、 全 速 力 で 走 って い るが た馬 車 の車 輪 を い き な り わ だ

ち の 中 に は め て し ま った 。 で 、 泥 水 が ば さ っ と ほ と ば し って 、 坊 さ ん は頭 の 上 か ら足 の

先 ま で す っか り しぶ き を か ぶ っ て しま っ た。

例 の7で は、先 ずvoitureが 出 て くるが、文頭 のIlが トル ビヤ ック神父 を指す ものであり、

神 父 に見合 った語 の使 用法 を考 えてvoitureと したので あ ろ う。 だ が実 の と ころ、 この馬

車 は高 級 な もので はな くguimbardeと い う荷 馬車 が本来 の姿 な ので ある。 場面 が ドニ とい

う百姓 の手 に この馬車 が駅 され るこ とに焦点 が当 て られ るよ うにな ると、 本 来 の姿 で あ る

guimbardeと い う語 で乗 り手 との均 り合 いを保 と うとす るの であ る。 又 この馬 車 が泥 を神

父 にひ っか け る ところで は、 この ポロ荷 馬車 と泥 な らイ メー ジも合 う し、今 迄 さん ざん ジ ャ

ンヌが い じめ られて きた トル ビヤ ック神 父 を6ccl6siastique「 聖職者 」 とい うも った いぶ っ

た言 い方 を して お いた上 で、 この神 父 に泥 を ひ っか けて、 頭 の上 か ら足 の先 まで品位 を落 と

し、 これ迄 の仕返 しを したかの よ うで あ る。
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(例8)

Orunseulhommedanslepaysconservaitlasp6cialit6desornements

h6raldigues,c'6taitunpeintredeBolbec,nomm6Bataille,appel6touratour

danstouslescastelsnormandspourfixerlespr6cieuxornementssurles

porti6resdesv6hicules.(P.128)

さ て 、 こ の地 方 で 、 紋 章 描 き の専 門 技 術 を持 ち っ づ けて い る もの は、 た だ一 人 しか い

な か った。 そ れ は バ タ イ ユ とい う名 前 の、 ボ ル ベ ック の絵 師 だ った。 馬 車 の扉 に貴 重 な

装 飾 を 描 くた あ に、 ノ ル マ ンデ ィー じ ゅ う の屋 敷 に 、 そ れ か らそ れ へ と順 ぐ り に呼 ば れ

て い る の だ った 。

この例 で は、 馬車 がv6hiculeと い う形 で表 わ されて い るが この馬車 を扱 か う者 が 画 家 の

バ タイユで あ るこ とに注 目す れ ば、納 得 が ゆ く。v6hiculeに は、 馬 車 とい う意 味 以 外 に、

絵画 の用語 で 「展色剤 」 とい う意 もあ り、 この場合、 実 にぴ った りと当 て はま る。

以上 見 て きた通 り、 モーパ ッサ ンが馬車 を描 く上 で、 この よ うな社 会 と言語 とい う立 場 か

らもよ く考察 が行 き届 いて い るの にお どろか され る。 モーパ ッサ ンの師 フロベールの教 えを、

彼 は忠 実 に守 って いる と言 って よい。 『ピエ ール と ジャ ン」 の序 に付 け られ た小 説 論 に もあ

る通 り、 同 じもの は2っ とな く、 そ の瞬間毎 に違 うものであ るという観点 か らの描写 は、モー

パ ッサ ンの場 合、 「馬車 」 に関 して は師 を一歩 超 えて いる と言 って も過 言 で はないで あ ろ う
。

5.0「 馬 車」 とその乗 り手 との関係 の崩壊 一 作者 のペシミスムの兆 し

これ迄述 べ て きた よ うに、 モーパ ッサ ンは馬 車 とそ れ にたず さわ る者 との間 に見事 な均 り

合 いを示 して きた。 だが、 実 は、 ひそか にモーパ ッサ ンはこの均衡 を崩 し、 それによ って ジャ

ンヌ ー家 が没落 を し始 め る兆候 の あ る ことを暗 示 して いた ので ある。

(例9)

Lebaronseretourna,consideralepetithommeabasourdi
,et,c6dant

aussitδtalacontagion,il6clata,apPelantsafemme,nepouvantplusparler ,一

《Re-re-gardeMa-Ma-Marius!Est-ildr61e!MonDieuest-ildr6-dr61e.》

Alorslabaronne,s'6tantpench6eparlaportiefeetPayantconsid6r6
,fut

secou6ed'unetellecrisedegaiet6toutelacalechedansaitsursesressorts
,comme

soulev6epardescahots.(P.132)

男 爵 も 振 り 向 い て 、 た 然 自 失 の 態 の ち び 公 を 見 た 。 す る と た ち ま ち 笑 い が う っ っ て 、

大 声 に 笑 い だ し た 。 も は や 話 す こ と な ん か で き ず に 、 大 声 を 上 げ て 夫 人 を 呼 ん だ 。 「ま 、
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ま、見 て ご らん、 マ、 マ、 マ リウスを!滑 稽 じゃな いか!い や はや まった く滑稽 だ!」

そ こで男 爵夫人 も扉 か ら上 体 を乗 り出 して、 少年 の姿 を見 たが、 これ また猛烈 な笑 い

の発作 にお そわれ たので、 馬車全 体 が凸凹道 で ゆ り揺 りあげ られ た よ うに、 ばね の上 で

お どった。

この例 の9で 初 めて馬 車 とそ の乗 り手 との 関係 の均 衡 が壊 され る ことにな る。 ここで は、

baronやbaronneと い う語 を使 って乗 り手 を示 して い るに もかか わ らず 、従来通 りで あ れ

ば当然voitureで あ るはず だが、calecheと い う言 い方 で馬車 を登場 させ て い る。 事 実 、 馬 車

と乗 り手 との関係 が崩 れ た時を機 に、 この一 家が没 落 して ゆ くの であ る。 この場面 のす ぐあ

とで、 ジュ リア ンが父 で あ る男爵 に向 って こう言 って い る:《llmesemblequecen'est

pasavousdedire.Nousn'enserionspaslasivousn'aviezgaspill6votrefortuneet

mangevotreavoir.Aquilafautesivousetesruin6s?》(p。133)(「 あな た に は笑 え

るなん て ことがで きな い と私 に は思 え ますが ね。 あなたが私 達 の富 を浪費 し、 財産 を食 いっ

ぶ して しま って なか った ら、私 達 は こん なふ うにはな らなか ったで し ょうよ。 あなたが破 産

を して も、誰 の責任 だ と言 うので す?」)幸 福 そ うに見 えて いた ジ ャンヌー 家 も、 この場 面

のあ た りか ら不幸 に な って ゆ くか も しれな い とい う不安 が どの読 者 に も感 じられ るこ とで あ

ろ う。

(例10)

Lorsquelachaisedepostes'arretadevantleperronetquelafigureheureuse

dubaronparutalavitre,cefutdans1'ameetdanslapoitrinedelajeune

femmeune6motionprofonde,untumultueux61and'affectioncommeellen'en

aValtJama1SreSSentl.

Maiselledemeurasaisie,etpresqued6faillante,quandelleaperCutsapetlte

m6re.Labaronne,encessixmoisd'hiver,avaitvieillidedixans.(p.225)

駅 馬 車 が 入 口 の石 段 の前 に止 ま って 、 男 爵 の幸 福 そ うな顔 が 馬 車 の窓 にの ぞ い た と き、

若 妻 の胸 の 中 に、 魂 の 中 に、 これ ま で か っ て感 じた こ との な い よ うな深 い感 動 が わ き お

こ って き た。

だ が 母 親 の 姿 を 見 た と き、 ぎ ょ っ と立 ち す くん で 、 ほ とん ど、 失 神 せ ん ば か りで あ っ

た。 男 爵 夫 人 は こ の冬 の6ケ 月 ば か りの 間 に10年 も年 を と って い た。

この例 で も前例 同様、baronやbaronneが 乗 って い て もvoitureを 使 わ ず、 他 の言 い

方 を して い る。 この場合 、chaisedeposte「 駅馬車 」 とい うの を登 場 させて い るが、 前 例

とや は り同様 に、 何か 不幸 な、不吉 な事 柄 を示 す前 兆 とな って いる。 駅馬車 は不 幸 な もの を
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運んで くる不吉の駅馬車なのである。

(例11)

Ellesortitdesonlit,ext6nu6eethaletante,commesielleeOtfaitunegrande

course.Lavoiturecontenantlesmallesetlerestedumobilier6taitd6ja

charg6edanslacour・Uneautrecarrioleadeuxroues6taitattel6ederri6re,qui

devaitemporterlamaitresseetlabonne.(p,335)

彼 女 は寝 床 か ら起 き上 った が 、 か らだ は綿 の よ う に疲 れ 、 息 は切 れ 、 ま る で 長 い道 を

駆 け た の ち の よ うだ った 。 トラ ン クや 家 具 の残 りを 運 ぶ 馬 車 は、 す で に庭 の 中 で 積 荷 が

終 わ って い た。 そ の う しろ に も う一 台 、2輪 馬 車 に馬 が っ な が れ て い た が 、 そ れ は女 主

人 と女 中 を運 ぶ 車 だ っ た。

例 の11は 、 ジ ャ ンヌが引越 しをす る場 面 であ る。 今 や全 く落 ちぶ れ果 て て しま った ジャ ン

ヌ には、貴 族 らしさを示 せ る ものは、 以前 か ら使用 して いる家 具 だ けで あ る。 この家 具 を運

ぶ馬 車 は、 今 なお落 ちぶ れ た とはいえ、 高級感 を持 たせ て貴族 ら しく、voitureと い う語 が

当 て られて い る。 ところが、 ジ ャンヌ本人 の乗 る方 の馬車 に はcarrioleと い う語 を使 い、

この ポ ロ馬 車 に ジャ ンヌ と女 中が乗 る ことで、 いか に ジャ ンヌが落 ちぶ れ たか を示 そ う と し

て い るか の よ うで あ る。

6.0「 馬 車 」 と悲 劇 一パ エ トー ン

(例12)

Julienvenaitd'acheterdansuneventepubliqueunenouvellevoiture,un

pha6tonnedemandantqu'uncheval,afindepouvoirsortirdeuxfoisparmois.

(p.205)

ジ ュ リア ン は最 近 売 りた て で 新 しい馬 車 を買 っ た と こ ろ だ っ た。 無 蓋 の 軽 快 な4輪 馬

車 で 、 これ な ら馬 は1頭 しか い らず、 月 に2回 外 出 で きた。

(例13)

Commelesfeuillesdesarbres6taientencoreclaires,etl'herbehumide ,etqu'ils

nepouvaient,ainsiqu'aucoeurdel'6t6 ,s'enfoncerdanslestaillisdesbois,ils

avaientadopt61eplussouvent,pourcacherleurs6treintes ,lacabaneambulante

d'unberger,abandonn6edepuisl'automneausommetdelac6tedeVaucotte .

(p.276)
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木々の葉 はまだ透 いていた し、草原は湿 っていて、真夏のように雑木林の奥深 く入 り

こむ ことができなか ったので、2人 は、多 くの場合、2人 の抱擁 を人目か ら隠すたあに、

去年の秋か らヴォーコットの丘 の頂 にうち捨て られたままになっている、羊飼いの移動

式小屋を利用 していた。

馬車 と悲 劇性 とい う点 に関 して、最 も重要 なのが例 の12に 出て くるpha6tonで あ る。 こ

の馬車 の名 の 由来 は、 ギ リシ ァ神 話パ エ トー ンの話 に出て くるパ エ トー ンによる ものである。

アポ ロ とク リメネの間 に生 まれたパ エ トー ンが、 アポ ロの火の馬車 か ら墜落死す るの と同様、

ジ ュ リア ンが馬 車 の転 落事 故 で命 を落 とす運 命 にある こ とを、 ジュ リア ンに この パ エ トン馬

車 を買 わせ る ことに よ って作者 モ ーパ ッサ ンは、 読者 に暗示 して いたので はな いだ ろ うか。

voitureがpha6tonと 並 置 され てい るが 、パ エ トー ンが ア ポ ロの子 で あ る と こ ろか ら、 高

級 な イ メー ジを思 い起 こさせ るか らで あ る。

と ころで、 実際 に、 ジュ リア ンが馬 車 で転落 死 を したの は、 このパ エ トン馬 車 に乗 ってで

はな く、 例13に 見 られ るcabaneambulanteと い う移動式 の小 屋 に入 って い る時 の こ とで

あ った。 例 の13で は馬車 とい う語 は使用 せず に、「移 動式 の小屋 」 とい う言 い方 を して いる。

実 は、 この小 屋 は純 粋 な意 味で の馬 車 とは言 え ないが、現 実 に は馬車 の等価 物 と見 なせ る も

ので あ る。 この移動 式 の小屋 には、車輪 もか じ棒 も付 いて いて、 ど こへ で も移動 で きるよ う

に な って い る羊番 の小 屋 であ り、 小屋 とい うよ りはむ しろ馬車 に近 い と考 え られ る。さ らに、

cabaneに は 「動 物 な どの隠れ家」 の意 が あ り、 ジュ リア ンと人妻 ジルベ ル トとの人 目を忍

んで の密会 の隠 れ家 と して好 都合 の もの とな って いる。 そ して2人 が密会 を重 ね る うち、 そ

の小屋 が動 いて谷底 に2人 を乗 せた ま ま転 落す る こ とに な るわ けだが、表 面上 は事故 死 と い

う結果 とな る。

7.0結 語

以 上例 をあげて 見て きた よ うに、 モーパ ッサ ンは、 と りわ け、 馬車 に関 して適所 適語 の考

えを忠実 に行 って、 うま く文 中 にち りばめ る とい う文 体上 の一 っ の特色 を持 っている ことが、

『女 の一 生』 の中 で明 らか にな ったが、実 は、 この馬 車 とい うものが モ ー パ ッサ ンの ペ シ ミ

ス ムに大 きな役割 を果 して い るので あ る。 『女 の一生』 は人間 の孤独 が主 題 とな って い る。

そ して、 ア ン ドレ ・ヴィヤル も言 う通 り、 モ ーパ ッサ ン文学 は2回 性 が その特徴 とな って い

る。2回 性 とい うの は、例 え ば、 ジ ャ ンヌの若 い時代 と老年 に な ってか らの同一 の場所 で あ

る 「ポプ ラ屋敷」 へ の2度 の訪 問 などを指 し、 夢 多 き若 い時代 に は、 結婚 を してや がて ここ

に住 む ことにな るのだ とい う幸福 感 に満 ちあふ れて いた頃 の この屋敷 への訪問、 そ して落 ち

ぶ れ果 てた老年 にな って、 す で に人手 に渡 って しま ったかっ て は 自分 の もので あ った この屋
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敷への訪問というように、時を隔てて同一場所へ訪問す ることにより、時の推移による悲 し

さを表わす手法である。 これはモーパ ッサ ン独 自のものではな く、 フロベール、バルザ ック

に学んだ ものだ と言われている。 この2回 性 と同時に、『女 の一生』では、 見す ごす ごとの

できない手法 として 「対比」が大 きな位置を占めることである。 この作品 の場合、登場人物

が実 に好対照をなしている。 ジャンヌとロザ リ、ポールとロザ リの息子、 トル ビヤ ック神父

とピコ神父 など全 く完全な対比を印象付け られ る。2回 性の方 は、 ポプラ屋敷への2度 の帰

還、高地 ノルマ ンディーへの2度 の旅、イポールへの2度 の散歩、小 さな森への2度 の訪問、

貴族の隣人 たちへの2度 の訪問など。 この手法 は作品全体 に統一 を与えているが、最初の時

と2回 目とを対比す ることにより、楽 しかった頃とみ じめな今 とをうき立 たせ、哀 しみを一

層深 いものにする。そ して、それにはことごとく乗物、主に馬車が大 きく寄与 しているので

ある。 ここで は馬車 は単なる乗 り物 としての意味以上の ものを持 っているのである。

それでは、なぜ乗 り物 がこれ程迄にモーパ ッサ ンの文学に登場 し、重要な位置付けがなさ

れているのだろうか。 ゴンクールは、彼の日記、1889年6月15日 付けで、「固定観念」 とい

う表現を用 いている。3)この固定観念 につ いて は一般 によ く知 られているが、 モーパ ッサ ン

にっ きまとう死の恐怖の ことである。彼はこの固定観念か ら逃れたいとひたす ら願望 してお

り、そ ういう潜在意識が文学 にまで反映 してきているのであろう。 ひとところにはじっと し

ていられないモーパ ッサ ンの心、っ らい現実、苦 しい現実か らどうして も逃げ出 したい。 そ

して自分にっ きまとって死ぬ程苦 しめる固定観念か ら自由になりたいという気持ちが、作者

に自然 と乗 り物を多 く登場 させ、その乗 り物を細か く描写 し、的確 に表現す ることで、 モー

パ ッサ ンは文学作品の中に現実か らの逃避 の道 を見 い出 していたのではないか。あの固定観

念がモーパ ッサ ンを このような方向へ と否応な く狩 り立てていったように思えるのである。

(注)

1)G.J.Beckered.:Doc㏄mθ 説8(γMo(1θrηL琵 θrαrッRθ αZεsmpp.412～25

2)J.T.Shipley:D菰c琵oη αrッ(γWorZd五 ε`θrα`μrep.278

3)LesGoncourt:JoμmαZ6.15,1889
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Rose(短 篇 集 に 所 収)

モ ー パ ッ サ ン の 作 品 は 、 テ キ ス トに 使 っ た 『女 の 一 生 』 を 含 め て 、 す べ てConard版 を 使 用 。
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